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はじめに
日本における公会計制度改革の議論は, 中央政府・地方政府を問わず, ある時点まではゆっ









(                        ) の作成が行われるとともに, 国民経済計算 (                        , 以下   ) との調整を行う動きもみられる｡ 現時点でこのような改革
動向が, 世界各国に広まっているというわけでは必ずしもないが,        (    ) のような
形で国際公会計基準審査会 (                                              ,
以下      ) の会計基準策定に影響を与えている側面もある｡
問題は, これらの改革によって, 政府及び国民が, 財政政策を意思決定する上でどのような
有用な情報を得たのか, という点にある｡ これを検討するためには, 従来から得ている財務情
報や予算情報との関係や, 実際の予算循環 (編成・執行・決算・監査) において, 得られた情
報がどのように役立てられているのか, という視点が重要になる｡





関口 智, 伊集 守直, 木村 佳弘
１) スウェーデン語の           を予算会計,          を    会計として, 英語では           を予算会計,          を    会計として記述する｡
本稿でははじめに,     年代に本格化したスウェーデンにおける予算・決算制度改革を素材に
しつつ, 公会計制度 (予算会計と    会計) との関連に着目し, その制度的特徴を明らか
にする２)｡
スウェーデン中央政府の予算・公会計制度に関する先行研究には, 加藤 (    ), 吉田
(    ), 田中 (    ) 等があげられる｡ まず, 現実の予算・決算という点では, 加藤 (    )
や吉田 (    ) によってデータが示されているが, 予算・決算データの関連等については必ず
しも明らかではない｡ そこで本稿では, スウェーデン中央政府の予算・決算制度におけるデー
タの関連を, スウェーデン政府資料等を通じて明らかにする｡
次に, 業績評価については, 田中 (    ) に概念や評価方法に関する議論はある｡ しかし,
どのように決算数値を予算編成過程にリンクさせようとしているのかに関し, その方法に遡っ
た研究に乏しい｡ そこで本稿では, スウェーデンの連結財務諸表の算定プロセスを意識し, 外
局の評価がどのような形で予算編成に反映されるのか, その問題点は何かを明らかにする｡ そ
の際,     会計の決算数値, あるいは予算会計の決算数値が, 予算編成過程にどのように
反映されるのかに関し留意する｡
また, 従来の公会計研究では, 山本 (    ) のように   と公会計の相違が議論され, 田
中 (    ) のようにマクロ財政運営の観点からそれらを分類する研究があるものの, 両者の関
連を明示的に意識した事例研究は, イギリス・オーストラリアおよびニュージーランドを紹介
する大森 (    ) を除けば, 現状では極めて少ない３)｡ そこで本稿では, スウェーデン中央政
府において, 予算編成過程で利用される   と２つの公会計制度との関連を明らかにする｡
１. スウェーデンの政府部門 (行政機構) と予算循環
(1) スウェーデンの政府部門
図１は, スウェーデンの政府部門の概要を示している｡ 中央政府は, 首相府のほか  の省庁
を有しており, そのもとにおよそ   のエージェンシー (以下, 外局) を備えている｡ スウェ
ーデンにおける中央政府の特徴として, 政策の企画立案を行う小規模の省と政策の実施を担う
外局から構成され, 外局が政策の実施において省に対して高い独立性を有していることがあげ
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２) 筆者らはこれまで, スウェーデン, アメリカ, ドイツ, イギリスの州・地方政府における予算・決

















ながら, 政策評価機能を高める取り組みが継続的に行われてきた｡ とくに,     年の国会法改
正による ｢フレーム決定モデル｣ と呼ばれるトップダウン型の予算審議手法や,     年の予算
法制定による ｢３ヵ年フレーム予算｣ の導入により, 近年においても財政規律の維持に成功し
ている５)｡




５)     年代のスウェーデンにおける財政再建や新たな予算編成過程については, 田中 (    ), 伊集
・古市 (    ) を参照｡
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の上限額に加えて, 次年度の歳入見込みと政策目標が決定される｡ 次に第２段階として, 各歳
出分野の上限額の範囲でおよそ   の議決科目の決定が行われる｡ 政府予算案には各政策分野
の業績目標も含まれているが, 新たに追加されるものや除外されるものに限って決定が行われ
る｡ 次年度予算が成立すると, 予算編成過程の最終段階として, 外局に対する予算承認書の決
定が行われる｡ 予算承認書は, 非財務項目と財務項目に分かれ, 非財務項目では政策領域・活
動の目的, 要求される成果等が示される｡
新年度が開始すると, 各外局は毎月の予算執行状況の報告を財政運営庁 (                         ) に対して行い,    が情報を集約し政府に送付する｡ 予算額の大
きい外局においては年４回の予算執行に関する予測を   に提出する｡ 政府では, これらの
情報をまとめたうえで予算執行状況および予測を, 年２回, 春予算と政府予算案の時期に合わ














開始された｡ また, 歳出科目の執行に対する外局の裁量が拡大し, 予算に対する超過支出と繰
越しを認める総枠科目 (        ) が  年より本格的に採用された９)｡ このことは同時に,
外局による事業成果に関する説明責任の増大, 財務報告と事業報告の質の向上が求められるこ
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計と    会計 (狭義の公会計) との相違, 認識基準 (現金主義, 発生主義) と簿記法 (単
式簿記, 複式簿記) との相違を明確に意識した議論を行う  )｡ このような観点から公会計の議
論を整理したものが, 表２である｡ それぞれの概念について, もう少し具体的に述べてみよう｡
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  ) 公会計計制度の範囲には,    に基づく一般政府 (中央政府, 地方政府, 社会保障基金) と公的
企業という概念や, アメリカの政府会計基準審議会 (                                   ,






予 算 会 計 公会計(狭義)      会計 
認識基準 修正現金主義 (注) 発 生 主 義
簿 記 法 複 式 簿 記 複 式 簿 記
(注) 一部発生主義の導入 (歳出は    年, 歳入は    年)｡
(資料) 筆者作成｡
①予算会計
予算会計は, 予算・決算を含む概念であるが, 主に予算統制を重視した会計である｡ 従来,
財政学や財政法, 行政学等で議論されてきた官庁会計の領域に重なる｡
この会計では, 政府という会計主体では決定と執行が分離されている点を意識して, 主に複
式簿記・現金主義 (または単式簿記・現金主義) による予算と決算を政府が議会に報告し, 予
算法や予算原則等への準拠性等といった形での統制を受ける｡
採用される認識基準は現金主義が多いが, その簿記法は必ずしも単式簿記というわけではな
い｡ 本稿で取り上げるスウェーデンにおいても, 認識基準は修正現金主義  ) であり, 簿記法は
複式簿記である｡ ここで簿記法をあえて指摘するのは, 日本で指摘される単式簿記・現金主義





とで資金収支計算書 (キャッシュ・フロー計算書) を提供できるが, 複式簿記・現金主義の場











たといってよい (一般目的外部財務報告)｡ そこでは, 民間部門と政府部門との性質の相違か
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  ) 修正現金主義とは, 中央政府が予算年度内にインボイスを受け取った時点で支出と認識する方式を
いう (            (    )      )｡ なお, スウェーデン中央政府については一部発生主義を採
用するようになった｡  ) 経常的支出と資本的支出とを区別して整理する複式予算は, 勘定科目の区分の問題であるため, 単
式簿記でも不可能ではない｡ ただ, 自己検証機能の確保という点等では, 複式簿記における複式予算
が優勢であろう｡
ら, 企業会計と公会計 (狭義) の目的の相違も議論されるが, 常に議論となってきたのは, 企





あり, 複式簿記・発生主義の場合には, 損益計算書, バランス・シートに加えて, 資金収支計
算書 (キャッシュ・フロー計算書) の提供が可能となる｡
近年は政府部門においてプロジェクト別に統制を行う観点から, 民間企業部門でも行われて






る｡ 具体的には, 予算会計は第２章で詳細に取り上げられ,     会計は第３章で詳細に取





制を重視した    会計との ｢連動｣ をも意識している｡ このような, 予算会計と    会















つまり, 予算会計と    会計の連動を意識する視点は, 予算会計で重視する予算統制と    会計で重視する決算統制の両者を連動させることで, 全体的な統制を確保するという,
統制形態の深化である｡
(3) 中央政府の予算・決算統制14)














  ) 近年の日本や主要国の公会計改革の議論は, 両会計の概念を含んでいる点は共通している｡ また,
財政赤字に伴う公債発行及び公債残高の増大等によって公会計改革の議論が盛んになって点も同じで





いう意識がきわめて希薄な状況にある｡ なお, 前年度決算が確定する頃には, 当年度予算は既に執行
されている｡ 従って, 前年度決算が予算編成にリンクするのは, 当年度の ｢次以降の｣ 年度予算とな
る｡ つまり, 前年度の状況を当年度予算に反映できるのは, 決算以前の月次・四半期・半期等の執行











財務報告の双方である  )｡ また, 中央政府が国会に提出する年次報告書 (連結) に対して, コ





中央政府における財務諸表 (年次報告書) は, 予算法 (    年第   号) 第  章の規定に従
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(資料) Ｅ＆Ｙヒアリングより作成｡
図２ スウェーデン中央政府の外部監査制度
  )             (    )      .  )             (    )      .  ) 監査庁ヒアリング (    年９月  日)｡
って作成される｡ また, これは財務諸表及び予算基準に関する規定 (    年第   号) に基づ
いて作成された, 各外局の財務諸表を土台にしている  )｡
図３にあるように, いくつかの例外を除いて, 政府と議会に責任のあるすべての外局 (公益
企業 (               ) を含む) は, 中央政府の範囲に含まれている｡ また, 政府当局
(                   ) が口座を付与している分離ファンドも含まれる｡ 中央政府所有企
業 (                   ) の場合は, 政府の影響力 (             ) を考慮している｡
スウェーデン中央銀行 (       ) は独立しているため, 中央銀行への拠出資本を除いて,    会計の中央政府の範囲には含まれていない  )｡ さらに, 基礎年金ファンド (                      ) とプレミアム年金庁 (                     ) の両者を含む老





上述の会計慣行は, 下記の項目の区分変更 (                   ) 及び特別項目に
対する注記 (                ・            ) の見出しの下で提示されている各分野が,
不要ではないと判断された場合の解決案によって構成されている｡ 国家の財務諸表において,




  )                  (    )         ) 中央銀行への拠出資本は含んでいる｡  )               (    )     
公共部門で述べている原則が, 必要に応じてガイドラインとして利用されている  )｡
スウェーデン中央政府の公会計基準は, ①まず国会がスウェーデン統治法, 国会法, 予算法
を制定することで, 全体的な枠組みを定め, ②次に政府がこれらの委任を受ける形で政令
(         , 年次会計報告書及び予算書に関する政令, 簿記法に関する政令等) を定め, ③
さらに関係する外局長官 (              ) がこれらの委任を受ける形で規則 (   ) を
定めると共に, 技術的な勧告 (              ) で細部を定める, という形で設定される  )｡
つまり, ｢形式上は｣ 政令の制定は中央政府の全体で決定することになる｡ しかし, 現実に
は財務省が重要な役割を果たしつつ, 財政運営庁 (   ) や債務管理庁 (     ・   ) など
のエージェンシーの専門家を含めた公式・非公式の専門家グループが大きな役割を担っている｡
(3) 連結財務諸表
連結収支計算書, 貸借対照表, 財務分析 (キャッシュフロー計算書) は, 予算法の第  章,
第９条及び第  条及び, 政府が決定したより詳細な規則である, 中央政府財務諸表の基準に関
する規定 (    年第   号) の第  ～  条に従って作成されている  )｡
財務書類の本表として, 収支計算書, 貸借対照表, 財務分析 (キャッシュフロー計算書) の
３表があり, 純資産変動計算書は貸借対照表の注記としての開示である｡
①連結収支計算書
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株式・金融項目を除く収支 (③＝①＋②) 4,831 5,606
完全所有・部分所有企業の株式からの結果 (④)    36,336 46,106





年間余剰 (③＋④＋⑤)            
(資料)                  (    )               
  )                  (    )         ) 決定的な公的影響力とは, 国の所有持分が  ％を超えた状態を指す｡ 重要な公的影響力は, 国の所
有持分が最高  ％, 最低  ％の状態を指す (                 (    )      )｡  ) スウェーデン地方政府の公会計では持分法を採用せず, 資産・負債を持分に応じて計上する総額法
を採用している (関口・木村・伊集 (    )   頁を参照)｡










































































































































の利益からのその年の配当は, 収支計算書に計上される｡ 公社 (    ・        ) の完全所有及
び共同所有も持分法に従って計上される (表８)  )｡
負債・資本の部において, 議論になる点は以下のとおりである｡
第一に, 社会保障年金債務については, 議論があるも, 連結範囲外にしている｡





表９に示されるように, 財務分析 (キャッシュフロー計算書) は直接法によっており, 政府

















  )                  (    )         )                  (    )      .  )                  (    )      .  )                  (    )      .  )                  (    )      .
(2) 予算会計 (連結) における予算・決算の差異
表10のように, 国家予算における支出合計 (当初予算    億    万クローナ, 決算    億    万クローナ) が, 歳出科目として計上されている｡ 収入 (当初予算    億    万クローナ,
決算    億    万クローナ) は, 収入項目毎に計上されている｡ この点では    会計の開
示に類似している｡
しかし,     会計とは異なる特徴が見られる｡ 第一に, 予算の歳出科目及び収入項目に
関しては, 固有の項目に対する様々な計上方法及び原則がある収支計算書及び貸借対照表とは
違い, 議会の決議が存在し, 予算議案書又は他の議案書において, 議会に対する動機説明が行
われている  )｡
第二に, 後に指摘するように, 予算会計は発生主義に近づけた収支計算を行っているものの,    会計のような完全な発生主義ではなく, 金額的には大規模な例外が存在している｡ 例
えば, 補助金等の移転に関連する支出は, 支払が実際に行われた年に計上されている  )｡
第三に, 中央政府予算会計では, 歳出科目及び収入項目の他に ｢債務管理庁からの純融資｣
及び ｢現金の調整 (       ・                  )｣ の項目が設けられている｡
まず, ｢債務管理庁からの純融資｣ とは, 外局, 公社及び一部の国営企業及び基金, 加えて
諸外国に対する借入及び融資である｡
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  )                  (    )         ) 行政管理支出は, 費用が発生した年に計上される｡ その他の支出は, 出金が行われた会計年度に計
上される｡ また, 予算法に基づき, 税収及び手数料の収入は, 収益が発生した年に計上される｡ しか
し会計年度    年度に関しては, 予算法の移行規定に基づき, 手数料による収入は, 入金が行われた
年に収入項目として計上される｡
















－                    786,21036,470－1,508－4,47322,319                    
予算収支 (A) － (B) 6,204 －12,234 －6,030 67,801
(資料)                  (    )             を加工して作成｡
また, 支出側における ｢現金調整項目 (       ・                  )｣ は, 予算収支に
おいて国家の借入需要を示す為に必要である｡ 予算収支が赤字ならば, 借入需要はプラスにな
る｡ つまり債務残高が増加する｡ 予算収支が黒字ならば, 借入需要はマイナスとなる｡ つまり
ほとんどの場合, 債務残高は減少する  )｡
(3) 予算会計 (連結) における予算・決算：歳出面の予算・決算の開示上の特徴：27の歳出分野
先に指摘したように, 予算編成の大きな枠組みは ｢歳出総額→  の歳出分野の予算上限額→
およそ   の議決予算 (            )｣ であり, ４月の春予算では, 歳出総額および  歳出
分野の上限額の参考値が示され, その後, ９月の政府予算案を受けて, 国会において ヵ年の



















用している｡ 言い換えれば,   項目にわけた予算やその成果は主として予算会計 (現金主義)
































































































－                 －            －         －         





－                       －          －     
政府歳出合計 826,784 12,234 839,018 804,616 －22,168 －34,402








表13には, 収支計算書の決算と政府予算の決算の関係が示されている｡ この表によれば, 収
支計算書の結果が予算会計の結果と異なる要因を, ①収支計算書の収支 (結果) と財務分析の
収支の相違と②財務分析の収支と予算の収支の相違という形で, ２つに区分して分析している｡
①収支計算書の結果から財務分析の収支への調整





実体経済上の区分     決算     決算 変 化 割合変化 (％)







                                                                －         －  －           －    －  －       
うち  組織                   






                                                           －    －       －   －  
投資活動             －     －  
利 子                      
政府債務利払い
金融取引
                          －        －   
支出合計                       
(資料)                  (    )                 
り構成される｡
まず, 収支計算書に含まれるが, 支払いを伴わない取引には, 完全所有あるいは部分所有企
業の成果割合 (支払われない収入であり,     年には   億クローナにのぼる) と未実現の
通貨ゲイン (  億クローナ弱) が含まれる｡ 支払いを伴わない費用には, 減価償却と評価減
(   億クローナ) と引当金と基金への積み立て (   億クローナ) がある｡
未収金と債務残高の変化は支払いを伴うが, 収支計算書に影響を与えない｡ 税に関連する債




ナの流出 (      ) をもたらした投資である｡ また, 政府の純貸付はキャッシュ・フローに  億クローナ近いマイナスの影響を与える一方で, 政府所有企業からの配当   億クローナあ



























ーナの黒字 (表10と表14も参照) よりも少ない｡ 財政分析の収支がプラス (＝ネットでの借入
額がマイナス) であることは, 全体として政府が借入を返済したことを意味する｡    会計による財務分析の収支 (＝政府の純借入額) と予算会計上の予算上の収支の違









(単位：  億クローナ)                        
純借入必要額 －103.2 －135.2 176.1 1 －67.8





                －                   －         － 
資金必要額合計                                            

















                             





予算会計の歳出は国会での議決予算額 (            ) のみが含まれているが,     









予算会計では歳入側に歳入項目 (       ) が表示され, 歳出 (       ) 側に歳出分野
(               ) 分野と議決予算 (            ) が表示される｡ それに対して    
会計では, 収支計算書 (               ) と貸借対照表 (           ) とファンド報
告書 (             ) を含んでいる｡ これらの相違は, 予算会計の数値と    会計の
数値を比較することを一層困難にしている  )｡
６. SNAと GAAP会計 (予算会計) の関連
(1) SNAによる財政統制の方法
①歳出総額の枠設定：一般政府対   比１％黒字の算定方法
すでに述べたように, 春予算において歳出総額 (シーリング) および  歳出分野の上限額の
参考値が示されたのち, 政府予算案を受けて国会では歳出総額,   歳出分野の上限額, およそ   の議決予算が決定される｡
このようなプロセスの中で利用されるのは,    によるマクロ数値である｡ スウェーデン
中央政府は,    の情報を基礎とする中央政府の自己資本 (     ) を毎年度算定し, 春予
算の中で開示している｡ しかし, 情報を比較したい人は多くの困難に直面するという｡ という
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春予算における ｢歳出総額｣ の提示は, 長期的に一般政府の黒字を対   比１％にすると





その ｢歳出総額｣ の配分は, 中央政府予算に中央政府予算に含まれない年金 (  ‒                ) を含めておこない, 両者をシーリングの枠内に入れている  )｡ ただし, 年金給
付は  歳出分野の枠外であり, すべての政党の合意が必要であるため, 予算編成過程で容易に
動かせるものではない｡





等を比較した報告書 (以下,    報告書) において以下の点を指摘している  )｡ 第一に, 春
予算の基礎となる   数値は, およそ    億クローナにものぼる未収税金を含む未収や未
払 (発生や繰延) を含んでいない｡ 第二に,    と比較して公務員年金債務は加算される｡
第三に, スウェーデン統計局は,     年のヨーロッパ国民経済計算 (                         ,    ) の新ルールに従った時系列改訂に合わせて, 現在は年金債務を含んでいな
い   に, 年金債務を含めようとしている｡ 第四に, 年次報告書では中央政府と地方政府の
規模が分離されていないが, 公共部門の異なる部分の自己資本 (     ) は分離されている｡
最後に, 中央政府の年次報告書では   による財政黒字の規模が   比で示されているが,
スウェーデン中央政府の予算・決算と公会計制度    
  ) 以下,                     (    )     に依拠している｡  ) 以下, 記載ないときは, 財務省ヒアリング (    年９月  日) に依拠している｡  )             (    )         ) 財務省ヒアリング (    年９月  日)｡  )                     (    )      
   に基づく財政黒字の規模そのものは貨幣表示 (スウェーデンクローナ) で示されていな
い｡ そのため, 異なる情報を比較したい者は, 財務省に非公開のサポート文書へのアクセスを
要求する必要がある｡
(2) GAAP 会計と SNAの決算数値の差異
さらに   報告書は,    と    会計の数値はそれぞれが完全であることに相当な価




純資産と   の純資産の相違を分析している｡    (原則) によれば,     年は    会計より総額で純資産が約    億クローナ増加す
る｡ その内訳は, 無形・有形固定資産の評価に関するものが約    億クローナ増加, 有価証券
の評価に関するものが約    億クローナ増加, 中央政府の範囲の相違に関するものが約    億
クローナ増加, 計算の不完全さによるものが約    億クローナ増加する一方で, 緊急資産
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表15 GAAP会計の純資産とSNA基準の純資産の差異
(単位：  億クローナ)         



















SNA原則に従った中央政府の純資産 (期末) 240 175






の会計は, 発生主義である点などは類似しているが, 会計単位 (              ) や評価
基準が相違している｡
①中央政府の範囲の相違    会計 (年次報告書) においては, 原則として全てのエージェンシーが対象となって
いるが, 予算法 (         ) や関連規定において, スウェーデン中央銀行 (                      ), 一般年金ファンド (                    ), プレミアム年金ファ
ンド (                    ) が除外されている  )｡   においても,    の規定に従った組織が中央政府部門とされているが,     会計
の範囲と同じではない｡ もっとも大きな相違は, 法律上は政府部門のエージェンシーとなって
いる公益企業 (           ) やスウェーデン年金庁 (                     )
が,    では法人部門と社会保障部門に分類されている点である  )｡   は, 公益企業やスウェーデン年金庁は   に含まれるべきであるとしている  )｡
②評価基準の相違   では一般的に市場価格 (           ) 又は再調達コスト (              ) が
適用され,     会計では取得価格 (            ) 又は場合によっては公正価値 (       ) が適用されている  )｡
(4) 最近の議論   報告書では, 予算編成過程における ｢歳出総額｣ の算定の基礎となる   との整合
性を意識している  )｡ しかし,    の資産評価を    会計や予算会計に適用することに対
スウェーデン中央政府の予算・決算と公会計制度    
  )                     (    )        )                     (    )     .  )                     (    )     .  )                     (    )     .  )                     (    )     .  )                     (    )      
して,    は否定的である  )｡ というのは,    が中央政府予算の表示方法 (           )
や予算残高 (            ) の算定方法に影響を与えることに対して慎重な姿勢をとって
いるからである｡
一般的に国際公会計基準等は, 政府予算の設計 (     ) に影響を与えるものではなく, 政
府予算は現金主義又は少なくとも発生主義に調整されており, 多様な表示方式となっている  )｡
しかし, 仮に    会計や予算会計における有形・無形固定資産の評価のルールが, 取得
価格 (            ) ではなく, 再調達コスト (              ) となれば, 予算に
影響を与える可能性がある｡ そのような評価方法は, 国際公会計基準 (     ) の代替的方
法として存在し,   においても議論されているものであり, 結果として   に従った資産
評価方法となる｡    会計のみならず予算会計にもこの方法を採用するようになると, 減価償却費の基礎
価格を取得価格よりも高くする必要があり, 議決予算の要求額 (                         ) や歳出上限 (                ) や現金調整項目 (                 ) にも
影響を与えることになる｡ しかし   によれば, 予算会計の予算収支は, 今後も現金ベース
が想定されているという  )｡
７. 債務管理庁の債務管理政策と中央政府財務諸表
３. で述べたように, 政府が作成する連結財務諸表は, エージェンシーが作成する単体財務
諸表を基礎にしている｡ 連結財務諸表は, 政府内の取引を相殺する｡ このため, 政策的に利用
されている統制目標が連結財務諸表ではなく, 単体の財務諸表に開示されているケースも存在
する｡ その一例として, 債務管理庁の財務諸表を確認する｡
債務管理庁の業務を簡単に確認すると, 図４に示す通りである｡ 大きく分けると, ｢政府の
銀行｣ (エージェンシー間の資金決済, 預金口座の管理, 政府に必要な資金調達) と ｢プルー
デンス政策主体｣ (債務保証及び投融資, 預金保険・投資家保護, 金融機関への支援) の二つ
に分かれる｡ これらの業務の双方に係るのが債務管理 (      ・       ) である｡
表16は, 債務管理庁の年次会計報告書より, 資本及び負債部分を抜き出したものである｡ 中
央政府の連結財務諸表の貸借対照表を示した表８と見比べると, 債務管理庁が管理している政
府債務額 (１兆    億クローナ) が, 中央政府の連結財務諸表で示されている額 (１兆   億
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  )                     (    )           の完全導入にもコストが比較的高くつくとして否
定的で (    ), 限定適用を提案している (    )｡  )        (    ) 簡単な紹介は, 関口 (    )｡  )                     (    )     ｡      の完全導入にもコストが比較的高くつくとして
否定的で (    ), 限定適用を提案している (   )｡
クローナ) よりも大きくなっている事が分かる｡
中央政府の連結財務諸表では, 核廃棄物基金の政府証券保有分, 債務管理庁自身による預金




る｡ まず, 債務管理庁の基金は   億クローナであり, 中央政府の連結貸借対照表の同項目の   ％にのぼる｡ この金額は, 連結貸借対照表の注記に示された金融安定化基金 (   億クロ





連結貸借対照表のその他負債になるが, 同項目に占める比率は   ％にとどまる｡ また, 債務
管理庁の期間調整項目   億クローナは, 連結貸借対照表の同項目の   ％を占める｡
これらの項目を合算した中央政府の連結貸借対照表における政府総負債残高１兆    億クロ
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(資料)                  (    )      ,                 および     ・   (    )     ｡












ている｡ 特に, 広義の公会計と    (一般政府部門) では作成目的が相違しており, 両者の
リンクと差異の説明が意識されている｡
第五に, 連結財務諸表では, 内部取引が相殺されるため, 個々のエージェンシーが単体財務
諸表を基礎として行っている政策上の目標計数が表示されない事がある｡ ただし, 両者の差異
を注記において開示している｡
(執筆担当：伊集 ( ), 関口 ( ～ ), 木村 ( ))
付記：本論文は日本財政学会第  回大会 (慶應義塾大学) での報告論文を加筆修正したもので
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